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３．福祉用具専門相談員との多職種連携に係る事例収集（ヒアリング調査） 
調査概要 

調査の目的 

介護保険の福祉用具貸与は、「利用者へのサービス提供を担う福祉用具専門相談

員」と「関係する他職種等」から構成されるケアチームにより定期的に実施される利

用者の居宅への訪問やサービス提供の場において、利用者の身体状況や住環境等の変

化を確認することで得た情報を基に適合状況を多面的に把握することにより、福祉用

具の適時・適切な利用と安全性を担保している。 

上記を踏まえ、福祉用具貸与における福祉用具専門相談員が実施したモニタリング

結果等を活用した福祉用具専門相談員と多職種連携の具体的な取組事例を収集し、ケ

アチームとしての「福祉用具の適時・適切な利用」「利用者の安全性の確保」の実態

を整理することを目的とするヒアリング調査を実施した。 

 

調査対象 

 福祉用具専門相談員が回答したアンケート調査（提供実務票）の結果を踏まえ、多

職種連携による効果が発揮できた事例を持つ以下のケアチームを調査対象とした。ケ

アチームの概要は以下の通り。なお、福祉用具貸与サービスの利用期間が１年程度の

事例を「短期利用」と整理した。 
 

図表 103 複数サービス利用・短期利用① 
No. 事例の概要 ケアチームメンバー 
１ 

 

 71歳、男性、要介護３、肺がん（末期） 

 利用期間：１年未満（2021年３月から） 

 貸与：車いす、車いす付属品、特殊寝台、特殊

寝台付属品、手すり 

 販売：シャワーチェア、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 

 介護支援専門員 

 訪問看護担当者 

 訪問診療担当者 

 訪問入浴担当者 

２ 

 
 82歳、女性、要介護２ 

 利用期間：１年（2020年 12月から） 

 貸与：歩行器、手すり 

 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 

 介護支援専門員 

 通所介護担当者 

 通所介護（リハビリ

中心型）担当者 

 短期入所担当者 

 訪問看護担当者 

３ 

 
 85歳、男性、要介護２、座骨神経痛、 

がん（末期） 

 利用期間：１年（2020年 12月から） 

 貸与：車いす、歩行器、特殊寝台、特殊寝台付属

品（マットレス） 

 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 

 介護支援専門員 

 訪問リハビリ担当者 

 訪問診療担当者 
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図表 104 複数サービス利用・短期利用② 
No. 事例の概要 ケアチームメンバー 
４ 

 

 73歳、男性、要介護５ 
 統合失調症、右下肢欠損（義足） 
 利用期間：１年半（2021年８月から） 
 貸与：車いす、特殊寝台、特殊寝台付属品、手す

り 
 購入：シャワーチェア、グリップ 
 住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 訪問介護担当者 

５ 

 

 75歳、男性、要介護４ 
 高ナトリウム血症 
 利用期間：１年未満（2021年９月から） 
 貸与：車いす、特殊寝台、特殊寝台付属品 
 購入：入浴補助用具、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所介護担当者 

６ 

 

 46歳、女性、要介護２ 
 多系統萎縮症 
 利用期間：１年（2021年２月から） 
 貸与：車いす、特殊寝台、手すり 
 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 訪問リハビリ担当者 
 訪問介護担当者 
 訪問看護担当者 

 
図表 105 複数サービス利用・長期利用① 

No. 事例の概要 ケアチームメンバー 
７ 

 

 94歳、女性、要介護２ 
アルツハイマー型認知症 

 利用期間：４年（2018年４月から） 
 貸与：歩行器 
 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所介護担当者 

８ 

 

 84歳、女性、要介護３ 
 脊椎小脳変性症、腰部圧迫骨折 
 利用期間：３年（2019年１月から） 
 貸与：車いす、歩行器、特殊寝台、特殊寝台付属

品、手すり、昇降座椅子 
 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所介護担当者 
 通所介護（リハビリ

中心型）担当者 
 訪問リハビリ担当者 

９ 

 

 93歳、女性、要介護４、うつ 
 利用期間：２年（2019年 12月から） 
 貸与：車いす、歩行器、手すり 
 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所リハビリ担当者 
 訪問リハビリ担当者 

10 

 
 55歳、女性、要介護３、左被殻出血、失語症 
 利用期間：２年（2020年３月から） 
 貸与：車いす、歩行補助つえ、手すり 
 購入：シャワーチェア、バスボード 
 住宅改修：手すり 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 訪問介護担当者 
 訪問看護担当者 
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図表 106 複数サービス利用・長期利用② 

No. 事例の概要 ケアチームメンバー 
11 

 

 82歳、女性、要介護１、既往病なし 
 利用期間：２年半（2019年８月から） 
 貸与：特殊寝台、特殊寝台付属品、歩行器、スロ

ープ、歩行補助つえ 
 購入：シャワーチェア、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所介護担当者 

12 

 

 91歳、男性、要介護１、慢性持続性肺疾患 
 利用期間：６年（2016年から） 
 貸与：特殊寝台、特殊寝台付属品、歩行器、手す

り 
 購入：シャワーチェア、住宅改修：手すり 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 訪問リハビリ担当者 
 訪問介護担当者 
 訪問看護担当者 
 訪問診療担当者 

13 

 

 89歳、女性、要介護２、がん（末期） 
 利用期間：４年（2018年から） 
 貸与：特殊寝台、特殊寝台付属品 
 購入：腰掛便座、入浴補助用具 
 住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 
 通所介護担当者 
 訪問看護担当者 
 訪問診療担当者 

 
図表 107 福祉用具貸与のみ利用① 

No. 事例の概要 ケアチームメンバー 
14 

 

 55歳、男性、要介護３、同居家族あり、 
パーキンソン病 

 利用期間：４年（2017年 11月から） 
 貸与：特殊寝台、特殊寝台付属品（マットレス、

介助バー、サイドテーブル）、手すり、移動用リフ

ト（昇降座椅子） 
 購入：シャワーベンチ、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 

15 

 
 75歳、男性、要介護１ 
 ヘルニア、脊柱管狭窄症、肺がん 
 利用期間：４年（2017年 11月から） 
 貸与：歩行器 
 購入：なし、住宅改修：なし 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 

16 

 
 81歳、女性、要介護１、独居 
 既往病なし 
 利用期間：４年（2018年４月から） 
 貸与：歩行器、特殊寝台 
 購入：なし、住宅改修：手すり 

 福祉用具専門相談員 
 介護支援専門員 

 

  



81

2200473_ 令和３年 ふくせん 老健事業（モニタリング）報告書 _ 本文

77 
 

調査方法 

訪問またはオンラインにて実施 

 

調査期間 

 令和３年 10月～令和４年１月 

 

主なヒアリング項目 

 主なヒアリング項目は以下の通り。 
 

図表 108 事例収集 主なヒアリング項目  
１. ケアチームの概要・職種 
２. 対象とする利用者の概要 
３. 福祉用具の利用状況確認場面での連携 

①福祉用具専門相談員の役割・専門性 
②多職種連携の取組み、ケアプランへの反映 

４. 当該利用者に対するチームケアによる効果 
５. 効果的なチームケアを実施するにあたっての課題 
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事例の整理 

 収集した事例について、利用者の状態像やチーム構成等を踏まえ 10 事例に集約し

た。整理した各事例を以下の通り。詳細は次頁以降に示す。 
 

図表 109 事例一覧 
事例番号 テーマ区分 事例タイトル 
事例１ 短期利用 

複数サービス利用 
ターミナルの利用者 

身体機能の変化や本人の希望をふまえ、他職種連

携により適時適切な福祉用具を提供、在宅での看

取りを実現 
事例２ 短期利用 

福祉用具単品利用 
ターミナルの利用者 

他職種からの早期の情報共有により、迅速な対応

と適時適切な福祉用具の提供、在宅での看取りを

実現 
事例３ 短期利用 

複数サービス利用 
他職種連携により適切な福祉用具の提供、迅速な

不具合の把握と適切な対応による利用安全の確保

を実現 
事例４ 短期利用 

複数サービス利用 
リハビリ職・訪問系サービス担当者からの情報共

有もふまえ、他職種で適合確認を実施、適切な福

祉用具の提供を実現 
事例５ 短期利用 

複数サービス利用 
緊密な他職種連携、および貸与・購入・住宅改修

の効果的な組み合わせにより、退院後の円滑な在

宅生活への移行を実現 
事例６ 短期利用 

複数サービス利用 
サービス付き高齢者向け住宅職員も含めた他職種

連携によりコロナ禍においても利用者の状況を把

握、適時適切な福祉用具の提供を実現 
事例７ 長期利用 

複数サービス利用・ 
認知症等の配慮すべき

利用者 

身体機能の低下を踏まえ、必要なサービスを追加

し、他職種連携により必要な福祉用具の提供によ

り在宅での生活を継続 

事例８ 長期利用 
複数サービス利用 
認知症等の配慮すべき

利用者 

緊密な情報共有により、認知症等、利用者の特性

に配慮した福祉用具の選定・提案を実施 

事例９ 長期利用 
福祉用具単品利用・ 
認知症等の配慮すべき

利用者 

医療職との積極的に連携・情報共有により、身体

状況の変化に合わせた福祉用具の適時・適切な提

供と利用安全を確保 

事例 10 長期利用 
福祉用具単品利用 

福祉用具の活用により地域住民との繋がりを維

持、独居利用者のを地域ぐるみで見守りを実施 
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事例１ 

事例２ 
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事例３ 

事例４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



85

2200473_ 令和３年 ふくせん 老健事業（モニタリング）報告書 _ 本文

81 
 

 
事例５ 

事例６ 
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事例７ 

事例８ 
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事例９ 

事例 10 
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多職種連携に係る事例に関するまとめ 

多職種連携の実態や効果について、本事業にて収集した事例に共通する事項を事

例のテーマごとに整理した。 
 

全ての事例に共通する多職種連携の実態・効果 

○ 全ての事例に共通して、福祉用具専門相談員は、利用者の状況把握や他職種との

連携のために介護支援専門員と頻回な情報共有や連携をとっていることが明らか

となった。また、情報共有の具体的な方法として、福祉用具専門相談員が作成し

たモニタリングシートを介護支援専門員に提出しているほか、緊急の連絡が必要

な場合等においては、電話やクラウド型ビジネスチャットツール等も活用し、迅

速な福祉用具の再選定、納品、メンテナンス等を行い、利用者・介助者（ご家

族）の生活を支援している実態が把握できた。例えば具体的な事例としては、利

用者の通所介護利用時に、通所介護の担当者が歩行器のブレーキが緩くなってい

ることに気付き、介護支援専門員を介して福祉用具専門相談員に対応を依頼し

た。連絡を受けた福祉用具専門相談員が当日中に通所介護事業所へ訪問し、歩行

器の点検を行った結果、商品の交換が必要となったが、利用者が通所介護でのサ

ービスを受けている間に対応が完了できたため、帰宅時の送迎の際には安全な歩

行器を持ち帰ることができた。チームとして迅速な情報連携が図れたことで、利

用者の安全性を確保した事例といえる。 

○ 多職種連携の効果として、福祉用具専門相談員自身が実施したモニタリング結果

に加え、介護支援専門員等から共有された情報を踏まえることで、多面的な観点

から利用者の身体状況や家族の意向、及び住環境の状況を把握することができ、

より適時・適切な福祉用具の利用と利用安全の確保につながっていると考えられ

る。 

 
複数サービスを利用している場合の多職種連携の実態・効果 

○ 利用期間に関わらず、複数サービスを利用している利用者の場合、福祉用具専門

相談員は、介護支援専門員を中心に他職種と連携していた。介護支援専門員は、

福祉用具専門相談員から提供されたモニタリングシート等の情報を他職種に共有

するほか、他職種から共有された利用者や住環境に関する情報を福祉用具専門相

談員に提供していた。特にターミナル期の利用者の場合、福祉用具専門相談員は

他職種と緊密な連携を取ることで、短期間で変化する利用者の状態に適合する福

祉用具の選定・交換等、適時・適切な福祉用具の利用を実現していた。 

○ 多職種連携の効果としては、福祉用具専門相談員が訪問系サービスの担当者に福

祉用具の使用方法や留意事項を情報共有することにより、他職種が福祉用具を使

用する場合や、他職種がいる場で利用者が福祉用具を使用する際の利用安全を確
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保していた。 

○ また、福祉用具専門相談員は、他職種の中でも特にリハビリ職と連携し、利用者

の身体状況と福祉用具の特性について互いに専門的な観点からの情報を共有する

ことで、適切な福祉用具の選定や、利用者宅での適合確認を実施していることが

把握できた。リハビリ職同席の基、福祉用具の選定や適合確認を実施すること

で、今後想定される利用者の状態変化や必要となる福祉用具の検討等にも繋げら

れるほか、顔の見える関係性が構築でき、互いの専門性を認知し、１つのチーム

として利用者の支援を行うことができていた。 

 
福祉用具貸与サービスのみを利用している場合の多職種連携の実態・効果 

○ 福祉用具貸与のみ利用している利用者の場合の多職種連携においては、主に福祉

用具専門相談員と介護支援専門員のみの連携が想像されるが、本調査において介

護保険等のサービス提供に関わらず、主治医やリハビリ職等の他職種との連携

や、地域住民も含めた関係者によって、利用者の在宅生活を支援している実態が

把握できた。 
○ 例えば、具体的な事例として、独居かつ福祉用具貸与サービスのみを利用してい

る利用者の事例において、病院のリハビリ職同席のもと、退院前に福祉用具専門

相談員が適合状態を確認し、歩行器を選定していた。また、歩行器があることで

利用者は毎日買い物や散歩等の外出をしており、近隣住民との関わりを持つこと

ができていた。ある日、地域住民から最近見かけなくなったとの連絡が介護支援

専門員にあり、自宅を訪ねてみると、体調を崩し寝込んでいたところを発見する

ことができた。福祉用具貸与サービスのみの利用者においても、福祉用具の選定

時の他職種との連携や、地域ぐるみでの利用者の見守り等、介護保険に関わらず

インフォーマルな部分も含めた、多職種連携の実態が確認できた。 
○ 更に、進行性の難病等の既往病がある利用者については、福祉用具専門相談員

は、主治医等の介護保険外の医療系職種とも介護支援専門員を介して、情報共

有・連携し、医学的観点からの情報も踏まえた福祉用具の選定、操作方法や留意

事項等の説明等を実施していた。具体的な事例として、パーキンソン病を有す

る、福祉用具貸与サービスのみの利用者の事例では、介護支援専門員が介護保険

外の医療職にもサービス担当者会議等の打合せの場に参加できるよう調整し、福

祉用具専門相談員も含め、情報共有する場を設けていた。また、福祉用具専門相

談員によるモニタリング時の確認においては、パーキンソン病の特性によりオン

状態／オフ状態が切り替わる際の影響で利用者の動作が緩慢になった場合でも適

切に特殊寝台・手すり・移動用リフト等を活用できているか、姿勢保持ができて

いるか等、利用者個々の状態に合わせた確認を行っていた。 
 




